
対 　　自我本

平成23年8月25日

, 年度の審議会の内容今

帝第1回 :平成22年度の輸送実績とその傾向



1 .北勢線の輸送実績

平成20年度 平成21年度 平成22年度 前年比
定期外 7 7 0 ,5 6 5 7 2 1 ,9 7 2 7 3 9 ,8 9 5 2 .5 %

通勤定期 5 9 8 ,5 0 0 6 0 2 ,7 0 0 5 8 5 ,7 8 0 ▲L2 .8 %

通学定期 9 1 3 ,4 9 6 8 9 5 ,6 8 8 94 5 ,9 3 6 5 .6 %

計 2 ,2 8 2 ,5 6 1 2 ,2 2 0 ,3 6 0 2 ,2 7↑,6 1乍 2 .3 %

癬平成22年度の輸送人員 (人)

･平成22年度の輸送人員は、平成2 1年度の減少傾向から脱却し、再び

上昇に転じた (ほぼ平成20年度実績まで回復)

･通勤定期客は雇用情勢の影響等により2.8 %の減少となった

･通学定期客は｢高校入学時期を迎えた子供の増加｣｢沿線から大学、専

門学校への通学が増えた｣等の理由により5.6 %という大きな伸びを示

した。

1 .北勢線の輸送実績

平成20年度 平成21年度 平成22年度 前年比
定期外 1 7 7 ,6 6 2 16 7 ,1 7 4 乍70 ,7 0 9 2 1 %

通勤定期 7 1 ,3 1 2 7 3 ,3 7 7 7↑,7 0 8 ▲L2 .3 %

通学定期 1 0 1 ,8 6 7 10 0 ,4 3 2 僅0 5 ,7 96 5 .3 %

計 3 50 ,8 4 2 3 4 0 ,9 8 2 34 8 2倍3 2 .1 %

瘢平成22年度の営業収入 (千円)

･平成22年度の営業収入は輸送人員に準た動きであり、通勤定期収入
が減少し、通学定期収入が増加したく合計収入はほぼ平成20年度実績ま

で回復)



1 .北勢線の輸送実績

帝輸送人員の推移
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1 .北勢線の輸送実績
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月 平成20年度 平成21年度 前年比 連休状況 平成22年度 前年比 運‘木状況
4月 6 9 ,2 28 6 7 ,3 9 0 ▲2 .7 % 6 7,4 8 4 0 1 %

5月 6 6 ,4 29 59 ,3 9 7 ▲10 .6 % G W 64 ,0 3 3 7 .8 % G W

6月 5 9 ,2 4 7 56 ,12 3 ▲5 .3 % 54 ,9 3 8 ▲2 .亀%

7月 7 1,8 24 6 4 ,9 40 ▲ 9 .6 % 3連休 6 7 ,72 6 4 .3 % 3連休
8月 7 0 ,18 2 68 ,5 8 0 ▲2 .3 % 69 ,3 7 6 ↑.2 %

9月 6 0 ,2 35 55 ,4 24 ▲8 .0 % 5連休 5 3 ,19 8 ▲4 .0 % 3連休十1日

10月 6 5 ,8 9 0 59 ,7 0 7 ▲9 .4 % 3連休 60 ,39 4 1 2 % 3運重休
11月 6 0 ,9 9 8 55 ,16 1 ▲9 .6 % 3ジ連休 5 7 ,5 13 4 .3 %

12月 6 1,7 20 59 ,2 4 4 ▲4 .0 % 5 9 ,14 3 ▲0 .2 %

1月 6 1,7 6 6 54 ,8 56 ▲11.2 % 年始･3連休 6 7,0 12 2 2 .2 % 年始･3連休
2月 56 ,5 32 56 ,0 8 8 IL O .8 % 5 5 ,4 0 7 ▲ 1 2 % 3連休
3月 6 6 ,5 14 6 5 ,0 6 2 ▲2 .2 % 63 ,6 7 1 ▲2 1 % 3連休

･昨年度みられた｢連休のあった月の落ち込み｣は、9月を除き回復傾向にある

→衛楽等の需要は回復傾向

･その他の月は十1 2 % ~ ▲2.↑%とほぼ昨年と同水準であり、平常時の出控えは

続いている

1 .北勢線の輸送実績

帝沿線の団体利用実績

月

全団体人数 前売団本人数 幻稚園等 小学校 中学校 その仕塊

合計おとな こども おとな
(引率含)
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4月 46 7 3 7 7 7 10 0 2 ,0 95 ｢ ↑o校 1校 4校 ;; , ↑5校
5月 6 3 1 1 4 8 5 4 9 6 82 3校 3校 - 芯芯 ↑所 6校･1所
6月 6 78 2 0 8 1 1 134 3校 ;; 3校
7月 ↑コ38 17 8 3 9 93

･
↑校 乍校;

- -
2校

8月 1 426 2 8 0 4 0 ｢ 1校 1校
9月 326 0 6 4 8 1園 JJ 1園
10月 539 1 52 7 3 0 30 7 3園 2校 1校 ミミ 3園･3校
鮒月 亀322 6 5 9 ↑2 ↑5 1 -園 ↑校 ↑校 ↑枝 99 1園･3校
使2月 56 年38 2 6 9 亀校 ;; ↑校
T月 70 0 0 0 - ;
2月 ↑24 36 1 3 198 2校 2校
3月 ↑93 ↑4 0 0 0 '

計 6 ,9 70 8 ,50 1 2 52 3 ,8↑7 4園 1園 21校 8校 5校 1校 T絞 T所 5園
36校
ずか所

合計 15 ,4 7↑ 4 ,0 6 9 5園 34校 2校 篭所
1

※同一日に複数学年が異なる訳間を利用しても門枝jとカウント

.｢春 の 遠 足 ｣での 利 用 が 多い (こどもの4月と5月の2箇月計2,777人は、年間の73%を占める)
･小学校での団体利用が活発 → 地域を走る北勢線を知るきっかけになる



2 沿線状況の変化
卷沿線自治体人口の推移
平成15年 平成16年 平成17年 平成18年
(三岐移管) 人 人 人

総人口 20 7,588 208 ,643 2 11,306 2 12 ,0 23
15歳未満 3 1,789 3 L 644 3 1,648 3 1,242
15 ~ 64歳 1 38 ,3 2 6 138 ,749 13 9 ,6 8 9 139 ,4 11
65歳以上 3 7 ,4 2 8 3 8 ,2 0 5 3 9 ,8 3 0 4 1 ,2 2 3

高齢化率 18 .0% 8 .3% 18 .8 % 19 .4%

平成 9年 平成20年 平成 1年 平成22年
人 前年比 人 前年比 人 前年比 人 前年比 H 15年比

総人口 2 12 ,982 0 .5 % 2 1 3 ,7 7 6 0 .4 % 213 ,33 1 ▲も。‐2% 2 14 .7 12 0 .6% 3 .4 %

15歳未満 3 L 02 5 ▲LO .7% 3 0 ,8 9 7 ▲も0 .4% 3 0 ,5 4 6 ▲も1.1% 3 0 .6 6 9 0 .4 % ▲3.5%
15 ~ 64歳 14 0 ,0 5 0 0 .5 % 1 3 9 ,6 5 8 ▲LO.3% 138 ,07 1 ▲も1.1% 13 8 ,8 8 4 0 .6% 0 .4 %

65薹鬱し上 会しヱ6Q 1 .3 % 4 3,074 3 .1% 解し567 3 .5% 4 5 ,1 5 9 1.3% 2 0 .7%

高齢化率 19 .6 96
′)- 】~〉〉 -

2 0 .1%
′ ---) -} -

2 0 .9 % 2 1.0 %

桑名市(16年度以前は旧多度町及び旧長島町を含む),
いなべ市,東員町の合計

出典:三重県ホームページ｢みえD ataB ox蹄こよる各年10月1日の入口
但し平成22年度は市町の統計による。なお、東員町及びいなべ市は平
成22年9月30日の人口

･総人口は平成21年度に一旦わずかな減少に転じたが、22年度は従来からの微少な増加傾向に戻った。三
岐鉄道に移管された伍年度比では、3.4 % 増となっている。
･15歳未満は減少が続いていたが、22年度は0.4 % 増と若干ながら増加した。三岐鉄道に移管された平成↑5
年度比では3.5 % 減となっている。
･15 ~ 64歳(多くは就業者)は、減少傾向から22年度はわずかながら増加傾向となった。三岐鉄道に移管され
た平成15年度比では0.4 % 増であり、増減なくほぼ一定と見なせる。
･65歳以上は前年比3% 台の割合で増加していたが、22年度は1 3% 増となり、高齢化率(65歳以上の割合)も

2↑%とほぼ同一であった。(全国は23.↑%、三重県は25.3 % )。
→平成22年度は前年比で人口及び年齢構成に変化がなくほぼ同一。少子高齢化傾向に落ち着きが伺われる。

2 沿線状況の変化

　
　
　　　
　
　　　　　　　　　 　　　 　　　　　　　　　 　　　　　

･大きな変化なし 圈謹製 ェ

傘コミユニアイバス
.桑名市 ｢K 一バス｣ :変化なし

･いなべ市｢福祉バス｣ :変化なし

･東員町｢オレンジバス｣ :変化なし

帝その他
･沿線の事業所、学校、商業施設等に大きな変化はない



城 北勢線隊 を纖,

健康【こよし◇ 弱りなによい 定説はが,
　
　

　

駅までの移動、電車の乗り降りなど 自家用車よりC 0 2排出量が少なく、
歩く機会が増え、健康増進 地球環境にやさしい
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,
)

　
　
　

安安全でよい

萬間!こよい他の移動 殿に比べて安全性が高い
　　
　 　　　　　　 　

　

‘ ぞ ての移動手段として北契機を芥考え < ださ , ＼＼こそハ＼テノノ涛て
癩料駐車場 5 1 2 台 無料駐輪場 8 9 3 台が整備されています

定時性が保漁れ、

対策推進協議会

※駐車 情踵繭の各駅収容台数は裏面をご覧ください。 移動計画が立てやすト、

鉄道株式会社
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